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ご按拶

会長中山秀夫

環境と経済の相克する状態を脱して，生産や消費といヮた経済活動のあらゆる面で，つ

ねに環境と資源への制約に対応が図られること乙そ，新しい変革が期待される 21世紀の

アヅェンダであり，持続的成長を遂げる循環型経済システムのコンセプトでもあろう。

あらゆる面における資源・エネルギ}の利用効率を最大化することと，経済活動に伴う

廃棄物を抑制し，二酸化炭素，ダイオキシシなど有害ガスの環境負荷物質の生態系への排

出を最小化することが求められていることは周知のとおりあります。

そのために資源・エネルギーの利用に当たっての無駄を徹底的に省くとともに，再生，
F 

再利用を可能な限り高めることが必要であり，包装パラダイムにおいて全く同じことがい

える。生産者と消費者が主体的な役割を果たすことで，環境対応・資源対応にさらに踏み

込んで行かなければならないと考えます。

この包装r{ラダイムを革新軸に，人に優しい包装，つまりユニバーサルなインテリヅェ

ント・パッケージングが求められている。さらには包装の基本機能として安全性・衛生性

の確保，人の健康に対するリスク・ファクターの徹底的排除など多くの課題があります。

われわれは，永年にわたって蓄積してきた技術的知見をもとに，些かなりとも技術予測

と課題の遂行に寄与していく努力を払うべきで、あろう。その活動の場が包装コンサルタン

ト協会であることを望んでおります。

会員各位が，それぞれに問題提起をし話題提供することで議論を交わすことが相互の

交流を深め，専門家とじての情熱を何時までも保てる源になろうと思っております。

技術フォーラムの開催も目的の一つで、ありますが，専門図書の編集もできたら進めてみ

たく思っております。また海外交流の話もでできておりますので，これらの活動を地道に

進めて行くことが， これからの包装コンサルタント協会存続のメルクマールとしたいと思

っております。

会員各位のご支援，ご、協力をお願い申し上げます。

本部活動状況報告

事務局

1.概況

平成 i2年5月2.5日に開催された第15回定時総会で平成12年度事業
許商・予算・新役員等が承認され、今年度の活動を開始した.特に今年度は、

積口啓一氏が会長を退任され、新たに中山秀夫氏が会長に就任されたほか、

役員陣容にも若干の変更があった。

2.東京パyク2000

平成12年10月3日'"7 flに開値されたく東京パック 2000>には、今回かち関連

4団体(当会・包装管理士会・包装専士会・技術士包装駒誠会〉が協力してく包装と環

境プラザ>の単傭・運営に当たり、そこに按げられたくQ&A::r-ナ->には当会会員

にもど協力をいただいた.
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3.会員名縛作成

東京パック 2000の開備にあわせて、協会案内・会員名縛を作成し会員に記布した。

なお、東京パックのく包績と蝿境プヲザ>l~置いて、希望者に西日布した。

今回の会員名簿には、これまでの専門分野・憶鯖/FAXに住所並びに e-mailアドレス

を付け加えて本格印刷とした。

4. <新世紀の包装ブオ}ラム〉の企画・開催

平成13年2月2目、横山理雄氏{神奈川大学理学部講師)、堀江正一氏{埼玉県衛生

研究所・食品化学科長)、大須賀弘氏{己ヲト}パタク・茨城工場長)r."の三氏を講師に

招いてく北とぴあ〉で開催した，参加者は当協会会員も含めて40名.目標人数60名

は達成できなかったが、まずまずの結果であった.

6. 当面の協会行事予定について F 

O研究懇話会
日時:平成13年3月15H15:op~17:00 

場所:十四期倶楽部(スカイ'ピアピル・ 4階)

(所在地は2月末に連絡梼みの案内略図をど参照ください)

・演 者:飯島林蔵氏く容器包装リサイクルの現状と問題点〉

2)第16回総会

日時:平成13年4月24s (火) 16:00........17:00 

場所:中央区銀座区民館

なお、総会終了後に懇親会を予定しております.

関西支部活動状視

1.平成 11年度関西支部総会を開催。(司Z成 12年4月4日)
2 .例会・研究会

①第 85回 00/4月 4日 9 9日本パッケージコンテスト入賞事例の解説

講師:有光茂氏

②第 86回 6月 6日 「南ア花観察の旅からj講師:莫多博志氏

③第 87悶 1 0月 20日 「地球環境と廃棄物関連のドイツ事情についてJ
講師:真多博志.氏

④第 88回 1 2月 7日 世界の食品衛生 21展とAーPACKに相談所開設を
決定。 KPI会員フォーラム f容器包装の識別表示の
進め方jに出席した真多博志氏から概要説明があった

⑤第 89回 01/2月 14日 fコンサルタント業務についてJ講師:太田茂氏
太田茂氏の紹介。例会のあり方、休会の扱い方等を協議

3 .研修懇親会

1 0月20日----21日 奈良「大和路Jに於て実施。講師:宮田豊'氏から日本の
印刷技術について、新 2千円紙幣を事例にした興味ある解説を聞く事ができた。翌日

は新しく発見された猿石の「酒船石遺跡J現場を見学、国立飛鳥資料館・飛鳥寺に足

を運び、秋の明日香路を散策した
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4.技術相談室

4月20日......22目、インテックス大阪で開催の第 3回世界の食品衛生 21腿(臼
本工業新聞社主催)に無料技術相談室を開設、多数の相織があり支部の存在をアピー

ルした。

業庁主手三妥言さ をこ主思う

有光茂

2000年の年始め、東京曾舘の包装界合同新年会に13年振りで出席しました。

また、本年は東京・関西の両新年会にも出席しました。特に、東京は久しぶりの

ことでした。

古くは、狭い場所の中でお互いに体が当たり合いながら挨拶する状況であったが、

このころは広い場所で約700-800人がゆっくり話し合う風景が先ず、自に入り

ました。 そして、古くは各グループ毎の旗印のもとに集まり、簡単に挨拶が

できたが、この頃はその目印がなく参々伍々に集まっている状況で、探したい人を

見当てるのにー苦労しました。

勿論、 JPCAも桑大先輩を始め中山会長以下、皆様にお目に掛かり、また古くから

のお付き合いのあった方々にお会い出来ました。特に、最近年賀状を失礼していた方

々にもお会い出来てなつかしく思いました。 殊に、このような多勢の集まりで、一

堂に会しご挨拶が出来るのはなかなかチャンスありません。 JPI始め運営の方々に

厚くお礼を申し上げます。

然し、 13年振りとはいえ、やはり長い時が流れ、会場には新しい人が多く、古くか

らの包装屋がひと握りになったように感ぜられたのは淋しい限りでした。特に、包装

機械出身の私として、この分野の方が見当たらず、過去の展示会に端を発する日本包

装機械工業会と日本包装技術協会が分れたことを思い起こしました。

このことは、機械工業会が包装機械中心の JAPAN PACKとなり，技術協会が

包材・技術中心のTOKYO PACKになり隔年開催と言うことになっている。

最近の両展示会を見ても、互いに良い特色を生かした展示会に発展してきており

同慶の至りに存じます。特に、新しい開発品は時間的に2ヶ年位の余裕が必要で、

その聞に知恵を絞って開発・出展して見学者・お客様のご意見を頂き、次の開発

ステップに進むことが通例でした。世界の他の展示会には見られない、五いに特色

を出した良い点になったと私は思います。

ところが、先の両会が分かれた時、機械工業会の常任理事会社はTOKYO

PACKには出品しない申し合わせが、今も生きているのか、包装機械メーカーの

トップ会社がTOKYO PACKの展示コマを設けてないことは誠に淋しい

思いがする。唯、毎年の出品になるので内容的には検討の必要があると思う。

然し、世の中ではお互いにコンペジターである大企業、例えば銀行儀商社・造船など

が大合同・合併の潮流に乗った動きになっているのが現状です。

また、時の流れと共に、人的にも経営者の世代交代が進みつつあります。

この大変革が世界的にも進んでいるとき 出品しないという申し合わせを解消して

包装業界の大合同が行われることが望ましいと一人頭の中で考えていた次第です。

そLて、先ず第一歩として機械工業会と包装技術協会ガメーカーとユーザーの関係を

維持して包装の新年会ぐらい合同でやれないか、私一人の戯言として思っている次第

で、 此の思いが大海に投じた一石にもなれば幸いι思います。
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者機宵屈'f企告ユ装集君事暑捧0:>醇輔多避義f 回宇皆してご
伊藤荘司

1 998年 10月に、 JPCA会員に入れて頂き、 2年半が過ぎようとdしています。昭

和 36年、東洋製傭に入社L、定年まで、主に容器開発の仕事を行ってきました。私の自

己紹介は、私が会社勤務の時、経験した仕事の内容を説明をすることで自己紹介にかえさ

せていただきたいと思います。

レトルトパウチの開発では色々な問題に直面しました。①パウチに使用する基材 (PE 

T， AL、HDPEフィルム、 cppフィルム)酎材料(イ ンキ、接着剤)は12 1 CC 
のスチーム殺菌に耐え、しかもFDAに適合した材料理定②レトルト殺菌は加圧加熱殺

菌が出来るレトルト釜 ③充填シ~Jレ機はジ}ノレ面に内容物の汁が付着しでも密封保障の
出来るシーノレ方式 ④缶詰と閉じ長期保存ができることを証明する検査方法 ⑤流通に耐

えうる包装形態が必要でした。 ⑮レFトノルト食品として認知してもらうための法律の制定

問題解決のため、材料、機械、食品、政府関係機関、の方々と協力して、現在のレトルト

食品が出来たものです。

次いで手がけたのが、酸素パリヤーの有する多層シートから、熱成形で作るトレイでし

た。電子レンジの普及と共に電子レンジにかかり、手で容易に開封できる霧器が求められ

るようになりました。レトルトパウチはフレキシプルなためレトノレト殺菌中、加圧オ}パ

}しでも変形が分かりません。 トレイの場合、色々な原因で変形がおこります。

①レトルト殺菌中に加圧オ}パーになった時 ②ホットパックによる減圧変形 ③容器の

偏肉 ④蓋材の収縮による場合 ⑤容器形状が変形を吸収が出来ないような形状

このようにトレイのレトルト殺菌では、より正確なレトノレト釜内庄力と容器内圧力の制御

が要求されます。

最近では、容器の外からパリヤー(酸素、炭酸ガス、水分)するだけでなく、容器自身が

酸素や炭酸ガスや水分を吸収機能をもっ.た容器が要求されるようになりました。酸素吸収

剤や乾燥剤を別添付されたものでは、間違って食べてしまう危険があるからです。私は全

てに精通している訳ではありませんが、材料選定、容器設計、容器製造、容器評価、充填

シー1レ、殺菌、流通包装と一通りは仕事を通じて経験しました。ただし、機械設備、電気

関係、食品加工、細菌技術は私の不得意な分野です。 JPCA会員のメンバ-1.，とは色々 な

専門分野の方が多いので、自分を知ってもらうためにも、話し合ったり、連絡し合ったり、

時にはお酒を飲みながら雑談することも重要なととと思います。最近はEma i 1等で、

気軽に連絡したり、イシターネットを利用し、情報入手が簡単になりました。このような

状況下で、自分のレベルアップ、 JPCAをさらに発展させ、コンサルタントを必要とさ

れている会社にいかに適切なサ}ピスができるか等、考えるべきことも多と患います。会

社定年後、第二の人生を送っていますが、これからの自分の有り様などを考えながら、仕

事、趣味、家族・友人などを考えたと思います。私の趣味は一向にに強くならない囲碁、

園芸、野球観戦(横浜ベイスターズ:アンチ巨人です)、マラソンをテレピで見ること。

Em a i 1アドレスはnabek町a@e組問，g.co.krです。ご連絡をお待ちしています。
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環境問題への対応

坂本善弘

このたび、伝統ある JPCAに演口前会長のご紹介により入会させて頂きました。浅学

非才の身でありますが宜しくお願い致します。

昨年、開興人を退任するまでの約40年間、某レジンメーカーの研究所勤務及び側興人

勤務を通して、プラスチック関係の業務に主に携わAってまいりました。研究、開発、製造

等々各部署での経験をしてまいりましたが、中でも研究、開発がもっとも長期間携わりま

した。これまでの業務の中で主なものは下記の通りです;

①リニア低密度PEの収縮フイノレム(単層、多層)の開発、事業化

②シュリンクストレッチフイノレムの開発、事業化

③PVDCコートナイロンフィルムの開発事業化

④タバコ包装用PVDCコートoppフィルムの開発、事業化

⑤PPフラットヤーンの開発、事業化

附興人は、独自で開発したチユ}プ状二軸延伸技術の展開として、ナイロンフィルム、

PPの収縮フイノレム、またセロハン等を生産販売しておりましたが、品揃えとして、上記

各種フィルムを企業化する業務を担当致しました。その他一軸収縮フィルム、透湿防水フ

ィルム等の開発も携わっております。また、管理業務として製造、品質保証等も経験して

おります。

プラスチック製品は人間生活の利便性を高め、現在では必要欠くべからざるものになっ

ておりますが、一方では、現在の大量生産、大量消費、大量廃棄のシステムに伴い様々な

環境問題に直面しております。廃棄物処分場の逼迫、ダイオキシン問題などが大きな社会

問題になっております。、廃棄物の減量、省資源等を目的として、循環型社会の形成を目

指し各種リサイクル法が制定されておりますことはご周知の通りであります。

包装業界を取り巻く環境はますます厳しくなっております。素材、包装技法の進歩は著

しいものがありますが、従来の材料の機能、経済性重視の観点、ではなく、容器ワサイクル

法、 PL法等を設計段階から考慮しておくことが必要となっております。

また、リサイクノレ法に基づく分別回収される量も種類も増加していくものと思われます。

その回収されたプラスチックの再利用も循環型社会形成に向けての重要な課題になってい

くものと考えられ、様々な試みがなされると思います。

私も、これまでの商品開発の経験が、循環型社会形成への課題の解決、また、 ISO取

得の支援等、少しでも皆様のお役に立つことが出来ないかと考えております。皆様方の暖・

かいご支援とご鞭捷をお願い致します。
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i即日々 新たなり jを念鱗iこ{欝頼されるロンサルタン i、を鶴橋して

小日i武夫

2 1 t!t紀に入った節践の4が、梼様の仲間入りが出来ましたことを大変移んでおります念

総は昨年初IJ{こ!1t{f~勤めた金制:を退職し、自適の身になりました。署幹い、夜臓の綾殺に中小企

業診断土の毅絡を取得しましたので、昨年は診断食初年共として光擬したfl々 が滋れまし

た会また、技術士に挑戦し、経営工学部門(包務及ぴ物流)で藤良く什除、今年からここ

でも梼織の村1限j入りが出来ました。

布、はお部!化学会社に1963i手入社、麟献に幾じて機々な校軒続験をさせてもらい愛

したね命社説話のも1H事H求、研究開識でケミ拘ノレのプロセス開発が主体でした絵 tf:l~慣は生燦

管長官，品質管踏切J工場智線部門です令後期は羽織化学の研究所長金総て、鍛後はじ pp製造

会社の社長を7部努めました。それぞれの期間がとミ分の…づつになります令

寝込の組事長業界との閉会いは後期に樹繍の方11.:::1:に携り、包装熊ブイルムを余関j検討した時

iこ始まります。 cpp製造会社では多くのコンパ…ターと付窓合い、軟鎚談議界の厳しさ

を身にしみて補擁しました窃線機の変化、競争の激しさのなかで食費量として生き抜いてい

くのは務おなことではありませんの拡は中小企撲絵断::1::(7)研究会で2， 3~皇室この業界の

IU)翼題点を報鳴しましたが、読ましいという鉱織1ましてもらえましたが、業界の摂椋;1七iこ向け

ての院新しい滋fi!.1まHIませんでしたの僚機と協力して織力ある業界へ向けて新しい機繋が

でき、多安でもこの業界のiJ'こなればと思つ匂ています。

fl、は軟{Q線撲界の現状の様車避と改鯵のブIJl向を以下のように考えています。

L 設備の近代化と縦波{ちにより設備投殺の魚f1!が期大

食品協狭期製竣工場としてグリーン化が必獲になり、設備の新綾・増設が不可欠になったお

その!様、各社会主役経能力安備増し、設櫛過剰による過滋競争が激化しt::n

2，ヂジタノレ{じのi袋織は、多額4;.徴金.様、郎納を加速した。コンピュータによる檎滋・襲Ii像

熱線設備と jちに白書油製般投織など新たな綾舗と人材が必聴になったの

:3.多機tþ~説:4::綴、 tlU納iこより物流コストが持母加し、流通の効構イヒが必襲警になった。

4.織縫fUJ是認で容若撃をよ接リサイクル訟の多記念潔織などにより、嫌務審物処蛾などの潔境繍議

ロスト~良野1がi智大した。

組委長材は機策されるものが多く、付加鋪{肢をiNiめ難いのが現状です"伶そのなかで、 4つ

のi謀総会飛り滋えるには、たゆまぎるイノペ…シ務ンが解決の道と考えていますの

イノベーシ".1ンiこは、I 新製品のu題発‘新サ…l:1スの開発、新f佐藤[}j火、新j慌発方式、サ…ピス
の新機供)jJ;t.、新事業j活動がありますゅ中小企業においても、それぞれの企業に応じた繰題

解決への)j訟は}ょっけだせる、見つけだすのが私瀦の役闘であると思います。

f日々新たなり j 私念鎖にして微力ながらを普織と鍛滋してい意たいと考えていますか

線織のご機嫌ご鞭擦をとお鱗いいたします。
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広報担当者からのお知らせとお願い

第82回役員会(1 2年6月23日)の議決事項

1、会の運営について、歴代会長には協力を要請する。

2、会員へのPRを積極的に行う。

3、役員の業務分担

①飯田理事を副会長に互選

②役員全員で会の運営に当たるが、主たる業務分担は次の通り。

総務(会計、名簿管理など) 本石、池田
F 

業務斡旋

広報(会報、 rJPCAだよりj、等)

事業(セミナ一、研究懇談会、等)

池田、飯田

中山、池田、菱沼、鹿毛

中山、横山、飯島、菱沼

これに対処し、先ず会員相互のコミニケーションが大切であるので、本会報に毎回数名

の方にこ、投稿をお願い致す事に致しました。それ故、今回ご投稿なされたかたは、次回ご

投稿して頂く方をご指名して下さい。尚、ご指名に支障の有る方は当方(池田)迄ご連絡

下さい。文、この様な消極的な方法でなく、積極的な御投稿を歓迎致しますので、宜しく

お願い致します。

文、研究懇談会(隔月開催予定)は、上記の様に3月15日に飯島理事のご講演を予定

してますが、今回以降のテーマは以下の通りです。

5月分 包装デザイン 演者 当会理事横山徳禎氏

この研究懇談会には、当会会員以外の方も参加して頂きたいので、 PRを宜しくお願い

致します。

編集後記

本会報No. 13 CH7年8月)に当会初代会長の桑先生が、当協会の設立に関して、

r J PCA生誕私記Jと題してご執筆されておられる。その i部を引用させて頂くと、

( 3 )役に立つ協会に

言うならば、思いを同じくする文字通りの仲間同志で作り上げ発足した f日本包装コ

ンサルタント協会jであったが、楠田氏(故JPI常務理事)の確国たる理念と、 JPI

の強力な支援のもとに、包装人の先達という自負と、後に続く包装人のための道作りをと

いう責任感から、先ず、 12月22日に第l囲の理事会(と言っても全員)を崩催、会員
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と社会の役に立つ協会に宵てるためには、イ可をなすべきかを討議し、先ずは「数は力なり

j の会員増加の具体的行動案、並びにこれからの行動目標のために、以下の諸項について

会員分担での活動が始まった。〕と書かれておられます。

私はこれを拝見して、 「歴史は繰り返すJと感嘆すると共に此の設立総会が昭和58年

( 1 9 8 3年) 1 1月1日なので、この諸先輩が苦労して築き上げた伝統ある協会を何と

か維持・発展出来なし、かと恩案してます。 JPCAの存在意義は、会員各位の相互交流と

情報交換を活発に行い、日本の包装産業の発展に寄与すると共に、会員の地位向上と利益

確保に役立つものでなければ成らな~}、と考えます。しかし現状はこり機能を果たしてい

るとは言えません。

此の現実に関して、私共役員も大いに反省し現状打破を試しみております。そして私の

心境としては、先ず初心に戻り、 「継続はカなりj を信じ、先達の努力を無駄にしない様

に会員が一体となって、包装の動向や社会の要望に対し、協会の考え、姿勢、取り組みを

明確にし、問題提起と解決の提言を果敢に業界に発信し、当協会が外部に理解される様な

行動を起こす事だと考えます。そんな事もあり、今度新会員になって頂いた方々には、特

にお願いして、御職歴とお考えを1ページに纏めて頂きました。お3人共希有のご経験と

積極的なお考えをお持ちであり、此の様な立派な方々を同志としてお迎え出来た事は同慶

の至りです。これから私共は協力して、当協会が業界に評価される様に努力すれば、当協

会の存在感がi高まり、会員各位の意気も更に向上し、地位向上、利益確保等の会員への的

確なサービスも可能になるのではないかと考えます。

会員各位におかれましでも、今後とも会の運営について一層のご尽力、ご指導、ご鞭縫

を賜りますようお願い申し上げます。

末筆で申し訳ございませんが、編集者の不慣れからこの会報の発行が遅れた事をお詫び

致します。実は、会報の編集は初体験なのです。何かとご不満の事もお有りでしょうが、

ご容赦下さい。又、お気付きの事がありましたら、何なりと下記にお知らせ下さい。宜し

くお願い致します。 以上

連絡先 Tel.FAX;0492-62-375t 

r3 -mai 1; ikeda. gijyutusI@nifty. com 池田技術士事務所
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